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基
調
講
演
会

柿
本
人
麻
呂
の
魅
力

ー
石
見
と
大
和
を
中
心
に
ー

島
根
県
立
短
期
大
学　
村
上 

桃
子
氏

　

平
成
二
十
六
年
度
の
本
会
の
目
標

の
一
つ
は
、
大
和
（
奈
良
県
）
と
の

交
流
で
す
の
で
、
そ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
村
上
先
生
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

柿
本
人
麻
呂
は
七
世
紀
後
半
の
大

和
の
朝
廷
で
、
大
活
躍
を
し
た
人
で

す
。
が
、
万
葉
集
に
し
か
当
時
の
足

跡
は
伝
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
村
上

先
生
に
は
、
そ
の
歌
の
言
葉
使
い
な

ど
を
織
り
交
ぜ
て
、わ
か
り
や
す
く
、

感
動
的
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

発
表
１

北
陸
の
万
葉
の
魅
力

ー
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
を

中
心
に
ー

石
見
芸
術
劇
場（
グ
ラ
ン
ト
ワ
）館
長

末
成　

弘
明
氏

　

万
葉
集
は
奈
良
時
代
の
歌
集
で
す

が
、
日
本
で
初
め
て
、
日
本
語
で
日

本
人
の
心
を
歌
い
上
げ
た
、
庶
民
か

ら
天
皇
ま
で
の
歌
を
四
千
五
百
首
ほ

平
成
二
十
六
年
度

山
陰
万
葉
を
歩
く
会
総
会

　

平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
一
日
、

島
根
大
学
教
養
講
義
室
棟
二
号
館
に

て
、
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
総
会
・
講

演
会
を
行
い
、午
後
は
国
庁
周
辺（
松

江
市
大
庭
町
辺
）
を
中
心
に
見
学
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
約
八
十
人
の
会
員
が
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
見
学
会
に
は
、
バ
ス

二
台
、
約
四
十
人
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
会
が
発
足
し
て
か
ら
ま
だ
一

年
も
経
ち
ま
せ
ん
が
、
初
め
て
の
松

江
を
会
場
に
し
て
の
開
催
に
、
こ
の

よ
う
に
多
数
の
方
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
島
根
大
学
の
福
田
景
道
先

生
（
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
・
理
事
）

に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、
お
蔭

様
で
滞
り
な
く
盛
会
裡
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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ど
集
め
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
中
で
柿
本
人
麻
呂
の
歌
と
思

わ
れ
る
も
の
が
一
番
多
く
、
二
番
目

に
多
い
の
が
大
お
お
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持
の
歌
と
い
わ

れ
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
国
司

（
国
の
役
人
）
と
し
て
赴
任
し
て
い

た
富
山
県
高
岡
市
を
中
心
と
し
た
歌

で
す
。
大
伴
家
持
は
、
万
葉
集
の
編

集
者
と
も
い
わ
れ
、
ま
た
、
因
幡
の

国
（
鳥
取
県
東
部
）
に
も
国
司
と
し

て
赴
任
し
て
い
ま
す
。

　

末
成
氏
は
、
万
葉
集
ゆ
か
り
の
地

を
全
国
的
に
巡
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
思
い
入
れ
の

深
い
北
陸
の
万
葉
に
つ
い
て
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

万
葉
集
は
、
全
国
的
に
も
と
て
も

広
が
り
の
あ
る
歌
集
で
、
そ
の
土
地

の
風
土
や
歴
史
、
当
時
の
暮
ら
し
の

わ
か
る
歌
集
で
す
。
北
陸
に
つ
い
て

の
見
聞
を
万
葉
集
を
通
し
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

  

発
表
２

風
土
記
と
万
葉
の
魅
力

ー
出
雲
国
を
中
心
に
ー

山
陰
万
葉
を
歩
く
会　

会
長

川
島　

芙
美
子

　

数
年
前
か
ら
、
出
雲
で
は
古
事
記

成
立
後
千
三
百
年
と
出
雲
大
社
御
遷

宮
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
的
に
も
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
出

雲
は
古
代
に
お
い
て
、
様
々
な
歴
史

的
文
献
に
残
る
神
話
の
舞
台
に
な
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。が
、

実
は
、
も
う
一
つ
全
国
的
に
も
誇
れ

る
古
代
の
文
献
『
出
雲
国
風
土
記
』

（
七
三
三
年
成
立
。
唯
一
完
本
と
し

て
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
全
国
的
に

も
貴
重
な
文
献
。）
が
あ
り
ま
す
。

　

古
代
に
日
本
と
い
う
国
家
が
ど
の

よ
う
に
成
立
し
て
い
っ
た
の
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
考
え
ら
れ
る
の

は
、
そ
の
地
方
で
営
々
と
地
道
に
国

造
り
を
行
っ
て
い
た
土
着
の
勢
力
、

国く
に
の
み
や
つ
こ
造
の
存
在
が
、
歴
史
的
に
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
地
方
勢
力
と

調
和
を
は
か
り
な
が
ら
、
中
央
（
大

和
）
で
大
き
な
勢
力
を
も
ち
、
全
国

を
統
一
し
な
が
ら
、
日
本
と
い
う
国

家
を
造
り
あ
げ
て
い
っ
た
、
大
和
朝

廷
の
存
在
も
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
出
雲
国
風
土
記
』
は
、
国
造
の

手
で
造
ら
れ
、
万
葉
集
は
、
中
央
か

ら
地
方
を
管
理
す
る
た
め
に
派
遣
さ

れ
て
き
た
国
司
の
作
っ
た
歌
を
載
せ

て
い
る
歌
集
で
す
。

　

風
土
記
は
出
雲
国
造
で
あ
る
出

雲
臣
の
思
い
を
伝
え
て
い
ま
す
し
、

万
葉
集
は
出
雲
国
の
国
司
で
あ
る

門か
ど
べ
の
お
お
き
み

部
王
の
思
い
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
時
代
背
景
を
考
え
な
が

ら
、
二
つ
を
読
み
比
べ
る
と
、
地
方

　

本
会
の
副
会
長
・
木
谷
清
人
氏
、

及
び
理
事
の
金
指
眞
澄
氏
な
ど
ご
参

加
の
方
々
は
、
鳥
取
の
会
員
の
方
を

は
じ
め
と
し
て
、
米
子
、
安
来
、
地

元
松
江
の
方
々
も
新
し
く
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
益
田
、
江
津
、
大

田
か
ら
も
バ
ス
や
列
車
で
来
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
総
会
に
つ
い
て
は
、

八
頁
に
ま
と
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。(

事
務
局
）

　

講
演
・
発
表
の
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
次
の
通
り
で
す
。

川島会長による開会の挨拶

「
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
」

ご
入
会
の
ご
案
内

■
「
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
」
の
概
要

○
会
長　
　

川
島　

芙
美
子
（
風
土
記
を
訪
ね
る
会
代
表
）

○
副
会
長　

木
谷　

清
人
（
鳥
取
市
公
益
文
化
財
団
理
事
長
）

○
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

藤
岡　

大
拙
（
荒
神
谷
博
物
館
館
長
）

　

内
田　

賢
徳
（
萬
葉
学
会
代
表
）

　

末
成　

弘
明
（
い
わ
み
芸
術
劇
場
館
長
）

○
年
会
費　

個
人
２
千
円
、　

団
体
１
万
円

■
会
費
の
振
込
先

①
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

一
三
九
店　

当
座　

０
０
５
２
２
９
７

　

山
陰
万
葉
を
歩
く
会

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
口
座
か
ら
の
振
込
は
、

　

口
座
記
号
番
号　

０
１
３
４
０
‐
４
‐
２
５
５
９
７

※
会
報
に
同
封
の
振
込
用
紙
を
使
う
と
手
数
料
無
料

②
山
陰
合
同
銀
行　

江
津
支
店　

普
通　

３
６
５
９
５
５
７

　

山
陰
万
葉
を
歩
く
会　

会
長　

川
島
芙
美
子

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
（
事
務
局
）

　

江
津
市
役
所　

商
工
観
光
課　

観
光
振
興
係

電
話　
　

０
８
５
５
‐
５
２
‐
２
５
０
１

FA
X

　
　

０
８
５
５
‐
５
２
‐
１
３
７
９

メ
ー
ル 　

shokokanko@
city.gotsu.lg.jp

平
成
二
十
六
年
度

活
動
の
参
考
に
な
る
行
事
等

（1）
十
一
月
二
十
二
日

（土）

午
後
一
時
三
十
分
～

「
柿
本
人
麻
呂
の
歴
史
的
背
景
を
探

る
―
安
来
の
御
神
像
を
巡
っ
て
―
」

川
島
芙
美
子

「
出
雲
と
万
葉
集
」
関　

和
彦
氏

会
場
：
安
来
市
中
央
公
民
館

（2）
十
一
月
二
十
二
日

（土）
午
後
二
時
～

「
茂
吉
と
人
麿
論
」
秋
葉
四
郎
氏

会
場
：
益
田
駅
前
ビ
ル

（3）
十
一
月
二
十
三
日

（日）

～
二
十
四
日
（
月
・
祝
）

バ
ス
ツ
ア
ー
「
恋
と
神
話
の
旅
」

益
田
か
ら
出
雲
ま
で
、
人
麻
呂
の
恋

と
神
話
の
縁
の
地
を
巡
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
費
：
二
万
円
程
度
（
一
泊
二
日
）

（4）
十
二
月
十
四
日

（日）
午
後
二
時
～

「
柿
本
人
麻
呂
の
謎
」

―
五
十
猛
の
御
神
像
を
巡
っ
て
―

川
島
芙
美
子

会
場
：
大
田
市
五
十
猛
町
「
大
浦
座
」

（5）
平
成
二
十
七
年
二
月
十
五
日

（日）

「
ヒ
ト
・
マ
ル
」
創
作
オ
ペ
ラ
上
演

会
場
：
石
見
芸
術
劇
場（
グ
ラ
ン
ト
ワ
）

 

総
会
開
催
報
告 

期
日
：
七
月
二
十
一
日
（
月
・
祝
）

会
場
：
島
根
大
学

一
、
挨
拶

川
島
会
長
、
島
根
大
学
福
田
教
授

二
、
議
事

平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
、
収
支

決
算
報
告
【
承
認
】

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
（
案
）、

収
支
予
算
（
案
）【
承
認
】

【
質
疑
応
答
】

①
会
員
の
内
訳
に
つ
い
て

　

島
根
県
に
事
務
局
が
あ
る
せ
い

か
、
現
在
は
島
根
が
や
や
多
い
し
、

団
体
も
石
見
中
心
の
観
光
関
連
の
団

体
が
や
や
多
い
で
す
。（
当
日
出
席

の
副
会
長
木
谷
氏
か
ら
、
鳥
取
県
の

今
後
の
勧
誘
促
進
に
つ
い
て
の
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。）

②
ガ
イ
ド
養
成
に
つ
い
て

　

新
し
い
万
葉
の
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い

て
の
講
演
会
等
も
実
施
し
て
、
各
地

の
万
葉
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。県
外
の
誘
客
を
図
り
、

そ
れ
に
対
応
で
き
る
し
く
み
が
広
範

囲
の
形
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い

け
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

③
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
つ
い
て

　

内
容
の
調
査
・
構
成
等
が
ま
ず
必

要
で
あ
り
、
そ
の
後
、
し
か
る
べ
き

業
者
に
依
頼
す
る
形
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

 

編
集
後
記 

　

七
月
に
総
会
と
そ
れ
に
付
随

す
る
講
演
会
・
見
学
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
多
数
の
幅
広
い
層

の
ご
参
加
に
感
謝
し
ま
す
。

　

そ
の
後
の
、
奈
良
県
の
見
学

会
・
交
流
会
も
有
意
義
に
、
盛

会
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の

数
カ
月
間
で
新
し
い
会
員
の
方

も
三
十
余
名
増
え
ま
し
た
し
、

関
連
行
事
（
万
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
因
幡
（
十
月
十
九
日
）

も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
大
田
市
五
十
猛
町
大

浦
座
（
問
合
先
・
三
井
淳
氏
・

TEL

：090-9068-4866

）
と
、

安
来
市
中
央
公
民
館（
問
合
先
・

佐
々
木
弘
氏
・TEL

：090-

7541-8140

）
で
柿
本
人
麻
呂

の
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

益
田
市
観
光
交
流
課
（
問
合

せ
先
・TEL0856-31-0106

）

で
第
一
回
人
麻
呂
顕
彰
の
全
国

短
歌
大
会
講
演
会
（
秋
葉
四
郎

氏
）
表
彰
式
と
石
見
の
万
葉
旅

行
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

万
葉
集
の
魅
力
は
、
短
期
的

に
は
爆
発
し
ま
せ
ん
が
、
徐
々

に
広
く
、
浸
透
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
指
導
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
事
務
局
）
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生
の
基
調
講
演
を
通
じ
て
、
和
歌
は

聴
覚
に
伝
わ
る
口
誦
詞
章
で
あ
る
こ

と
を
は
っ
き
り
と
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
理
論
的
で
、
言
葉
遣

い
も
ロ
ス
の
無
い
素
晴
ら
し
い
ご
講

演
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
長
川
島
芙
美
子
氏
著
『
人
麻
呂
さ

ん
石
見
に
生
き
て
恋
し
て
』
を
読
む

と
、
も
う
人
麻
呂
さ
ん
の
ゆ
か
り
の

地
へ
の
心
身
共
に
ひ
っ
ぱ
っ
て
行
か

れ
そ
う
に
な
り
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
人

麻
呂
さ
ん
へ
の
大
讃
美
の
著
作
だ
と

思
い
ま
す
。

　

日
本
語
の
始
ま
り
は
定
か
で
な
い

と
さ
れ
ま
す
が
、
中
国
よ
り
移
入
さ

れ
た
漢
字
を
う
ま
く
応
用
し
て
音
表

文
字
で
あ
る
仮
名
文
字
を
創
り
だ

し
、
形
・
意
味
・
音
を
有
す
る
漢
字

と
巧た
く

み
に
連
動
さ
せ
て
豊
か
な
日
本

語
と
い
う
言
葉
の
道
が
拓ひ
ら

か
れ
ま
し

た
。
人
麻
呂
あ
た
り
が
多
分
に
影
響

し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

和
歌
（
倭
や
ま
と
の
歌
）
の
意
味
は
、「
和
」

と
い
う
意
味
あ
い
が
、
長
い
年
月
を

か
け
て
日
本
人
の
基
本
的
な
心
情
に

ま
で
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
、
人
と
人
と
の
心
が
和
し

た
歌
が
和
歌
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

明
治
の
新
風
の
中
で
、
兼
題
和
歌

の
形
骸
化
を
指
摘
す
る
あ
ま
り
に
、

敷し
き
し
ま島
の
道
（
和
歌
の
道
）
が
、
文
章

理
解
に
重
き
を
置
く
短
歌
に
流
れ
行

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
聴
覚

と
中
央
の
あ
り
方
や
二
人
の
人
間
関

係
な
ど
を
推
測
で
き
て
、
興
味
深
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

右
の
外
に
、
講
演
会
と
発
表
の
間

に
、
出
雲
文
化
伝
承
館
副
館
長　

大

谷
香
代
子
氏
に
よ
る
、
万
葉
集
の
披

講
が
あ
り
ま
し
た
。

大谷氏による万葉集の披講

　

今
年
の
一
月
十
三
日
の
万
葉
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
早
苗
ネ
ネ
氏
に

よ
っ
て
、
柿
本
人
麻
呂
の
「
石
見
相

聞
歌
」
の
作
曲
発
表
が
あ
り
、
と
て

も
好
評
で
し
た
。
万
葉
集
は
、
古
代

に
お
い
て
は
、
ま
ず
詠う
た

わ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
歌
は
詠う
た

う
こ
と
で

よ
り
そ
の
心
が
相
手
に
訴
え
か
け

て
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
る
も
の
で

し
ょ
う
。

　

急
遽
で
し
た
が
、
申
し
出
を
快
く

受
け
て
い
た
だ
き
、
披
講
を
行
っ
て

下
さ
い
ま
し
た
。
大
谷
香
代
子
氏
は

半
世
紀
近
く
香
道
を
究
め
て
い
ら
っ

楽
し
み
方
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

　

因
幡
国
庁
跡
に
立
つ
と
大
伴
家
持

が
、
こ
の
因
幡
国
庁
で
、

新あ
ら

た
し
き
　
年
の
始
め
の
　
初
春
の

今
日
降
る
雪
の
　
い
や
重し

け
よ
ご
と

と
詠う

た

っ
た
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

で
す
。

  

に
つ
い
て

北
陸
の
万
葉
の
魅
力

ー
高
岡
市
万
葉
史
館
を

中
心
に
ー
を
聴
講
し
て

江
津
市
観
光
協
会　

所
長渡

利　

正
氏
　

　

山
陰
万
葉
を
歩
く
会
総
会
に
合
わ

せ
て
、
い
わ
み
芸
術
劇
場
館
長
末
成

弘
明
氏
の
講
演
を
、
十
五
年
前
に
高

岡
市
を
訪
問
し
た
時
の
こ
と
を
思
い

出
し
な
が
ら
聴
講
し
ま
し
た
。
お
話

は
、
大
伴
家
持
や
高
岡
の
自
然
や
歴

史
的
な
建
造
物
の
こ
と
を
映
像
を
絡か
ら

ま
せ
て
幅
広
く
お
話
し
に
な
り
、
懐

か
し
く
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
と
言
う

事
ま
で
あ
り
、
楽
し
く
聞
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

私
事
で
す
が
、
当
時
、
商
工
会
議

所
に
勤
務
し
、
観
光
部
門
の
担
当
を

し
ゃ
り
、
そ
の
ご
縁
で
京
都
の
冷れ
い

泉ぜ
い

家け

か
ら
直
伝
と
し
て
、
披
講
も
究
め

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

初
め
に
披
講
の
ご
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
実
際
に
披
講
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
最
後
は
、
約
八
十
名
の

参
加
の
方
々
が
ご
一
緒
に
披
講
を
な

さ
い
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
万
葉

集
は
詠う
た

う
も
の
だ
と
再
確
認
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  
見
学
会

風
土
記
と
万
葉
と
の

ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

<

コ
ー
ス
順
路>

①
島
根
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

　

展
示
学
習
館

ー
出
雲
の
国
の
中
心
を
見
る
ー

②
神か
も
す魂

神
社
と
正
林
寺
と
の
周
辺
を

　

巡
る

ー
出
雲
の
国
造
館
を
見
る
ー

③
出
雲
国
庁
跡
を
巡
る

ー
人
々
の
暮
ら
し
を
見
る
ー

④
意お
う
が
わ

宇
川
河
口
か
ら
阿あ

だ

か

や

太
加
夜
神
社

　

の
歌
碑
ま
で
の
道
を
歩
く

ー
万
葉
の
歌
に
思
い
を
馳
せ
る
ー

　

出
雲
国
（
島
根
県
東
部
）
は
、『
出

雲
国
風
土
記
』
が
残
っ
て
い
た
り
、

出
雲
国
の
中
心
で
あ
っ
た
国
の
役

所
（
国
庁
）
の
発
掘
調
査
が
か
な
り

進
ん
で
い
た
り
で
、
出
雲
の
国
の
中

心
が
、
古
代
ど
の
よ
う
に
開
け
て
き

た
の
か
が
わ
か
り
や
す
い
た
め
、
そ

こ
を
中
心
に
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

松
江
市
大
庭
町
辺
に
は
、
出
雲
国

の
最
大
の
前
方
後
円
墳
（
全
長
約
百

メ
ー
ト
ル
、六
世
紀
後
半
）
が
あ
り
、

そ
の
周
囲
に
は
た
く
さ
ん
の
貴
重
な

古
墳
が
密
集
し
て
お
り
、
そ
の
台
地

を
中
心
に
出
雲
国
造
の
勢
力
が
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

台
地
の
下
を
流
れ
る
意
宇
川
を
中
心

に
七
世
紀
に
は
開
拓
が
進
ん
で
、
出

雲
国
の
国
の
役
所
（
国
庁
）
が
次
々

と
作
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

 

門か
ど
べ
の
お
お
き
み

部
王
は
大
和
で
も
、
皇
族
の
一

人
（
天
武
天
皇
の
ひ
孫
）
と
し
て
活

躍
し
、
出
雲
の
国
司
と
し
て
派
遣
さ

れ
て
、
万
葉
集
に
載
る
歌
を
作
っ
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
の
四
十
名
の
方
々
は
、
風

土
記
の
丘
の
本
間
恵
美
子
館
長
の
ご

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
出
雲
大
社
の

祭
祀
も
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

出
雲
国
造
と
、
出
雲
国
司
の
門
部
王

と
は
ど
ん
な
や
り
と
り
を
し
た
の
で

し
ょ
う
、
な
ど
と
様
々
に
思
い
を
馳

せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

会
員
の
感
想

七
月
二
十
一
日
の
感
想

 

に
つ
い
て

「
人
麻
呂
の
魅
力
」

出
雲
文
化
伝
承
館　

副
館
長

大
谷　

香
代
子
氏

　

柿
本
人
麻
呂
は
万
葉
歌
人
で
歌
聖

と
し
て
名
高
く
、
ま
た
歌
会
が
行
わ

れ
る
時
に
床
の
間
へ
は
人
麻
呂
の
肖

像
画
を
掲
げ
て
「
人
麻
呂
影え
い
ぐ供
」
と

い
う
歌
会
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
は

知
っ
て
い
ま
し
た
。
公く
げ
し
ゅ
う

家
衆
な
ど
で

行
わ
れ
る
歌
会
に
お
い
て
は
、
和
歌

を
声
に
出
し
て
詠う
た

い
あ
げ
る
披ひ

講こ
う

が

行
わ
れ
る
こ
と
も
、
知
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
当
た
り
前
の
こ
と

の
そ
の
二
つ
の
こ
と
が
私
の
中
で
は

結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
点
を
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
総
会
の
基
調
講
演
を
拝

聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
万
葉
の
大
ら

か
さ
、
自
然
と
共
に
生
き
て
い
る
人

間
の
姿
や
そ
の
頃
の
人
の
息い
き

遣づ
か

い
ま

で
を
も
感
じ
さ
せ
、
思
い
起
こ
さ
せ

る
詩
句
の
ふ
し
ぎ
さ
に
つ
い
て
新
た

に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
わ
け
て

も
枕
ま
く
ら
こ
と
ば
詞
は
、
呪
術
起
源
の
も
の
で
あ

り
、
聴
覚
的
に
も
詩
的
な
機
能
を
は

た
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
村
上
先

理
解
で
あ
る
調
べ
の
意
味
あ
い
が
な

お
ざ
り
に
さ
れ
、
和
歌
本
来
の
姿
が

実
は
口
誦
詞
章
で
あ
る
こ
と
が
今
は

忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
現
在
の
和
歌
会
で
詠う
た

わ
れ
る

調
べ
が
、
ピ
ッ
タ
リ
と
心
に
寄
り
添

う
の
か
と
問
わ
れ
た
時
、
必
ず
し

も
「
全
身
全
霊
で
受
け
止
め
る
こ
と

が
出
来
ま
す
」
と
は
言
い
き
れ
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
近
年
の
我
々
が

西
洋
音
楽
で
育
は
ぐ
く

ま
れ
た
故ゆ
え

で
し
ょ
う

か
。

　

言
葉
遊
び
連
想
ゲ
ー
ム
の
新
古
今

風
も
良
い
で
し
ょ
う
が
、
や
は
り
万

葉
の
人
間
賛
歌
自
然
賛
歌
の
和
歌

は
、
見
る
人
聴
く
人
の
心
を
力
強
く

引
き
つ
け
て
や
ま
な
い
も
の
だ
と
、

今
度
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

  

に
つ
い
て

披
講
「
万
葉
集
を
楽
し
む
」

因
幡
万
葉
歴
史
館　

館
長

金
指　

眞
澄
氏

　
「
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
」
総
会
の

報
告
や
講
演
を
聴
く
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
大
谷
香
代

子
氏
に
よ
る
和
歌
の
披
講
は
、
格
調

高
く
優
雅
で
聴
い
て
い
る
者
ま
で
、

豊
か
な
気
分
に
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

し
て
お
り
ま
し
た
。
高
岡
市
伏
木
に

日
本
製
紙
が
あ
り
、
江
津
工
場
の
工

場
長
さ
ん
が
高
岡
へ
転
勤
と
な
り
、

そ
の
方
か
ら
「
万
葉
」
と
「
銅
器
生

産
日
本
一
の
町
」
高
岡
市
へ
視
察
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
と
の
お
誘
い
が
あ

り
、
市
の
課
長
や
商
工
会
議
所
の
事

務
局
長
や
彫
刻
家
の
田
中
俊

先
生

等
と
一
緒
に
訪
問
し
、
万
葉
ゆ
か
り

の
地
や
銅
製
品
製
造
の
店
を
ご
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
時
も
江
津
市
に
は
万
葉
を
観
光

振
興
の
柱
に
す
る
計
画
が
あ
り
、
市

民
か
ら
は
シ
ン
ボ
ル
（
銅
像
）
を
設

置
す
る
構
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
幸
い
地
元
に
は
田
中
俊

先
生

が
お
ら
れ
、
そ
の
後
の
「
人
麻
呂
と

よ
さ
み
姫
」
の
銅
像
設
置
に
つ
な
が

る
視
察
で
し
た
。

　

現
在
、
私
は
江
津
市
観
光
協
会
所

長
と
し
て
、
銅
像
の
あ
る
高た
か

角つ
の

山や
ま

公

園
を
は
じ
め
と
す
る
江
津
の
観
光
地

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
末
成
先
生
の

講
演
は
、
市
民
団
体
の
活
動
の
支
援

と
、
今
後
よ
り
多
く
の
方
々
が
万
葉

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

活
動
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
同

時
に
、
こ
の
講
演
を
聞
い
て
再
び

甦よ
み
が
え

っ
た
当
時
の
熱
い
思
い
が
最
近

の
私
の
仕
事
へ
の
原
動
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

山
陰
の
万
葉
歴
史
探
訪

初
め
て
の
参
加

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
松
江
ま
ち
づ
く
り
塾
」

副
会
長　

板
垣　

麻
美
氏

　

七
月
二
十
一
日
に
、「
山
陰
の
万

葉　

歴
史
探
訪(

講
演
会
と
現
地
見

学
会)

」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
知

識
の
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
石
見
国

の
柿
本
人
麻
呂
、
出
雲
国
の
門か
ど

部べ
の

王お
お
き
み、

そ
れ
ぞ
れ
の
在
り
し
姿
に
つ

い
て
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

島根県立八雲立つ風土記の丘展示学習館を見学

　

人
麻
呂
さ
ん
の
詠
ん
だ
歌
は
、
村

上
桃
子
先
生
の
基
調
講
演
で
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
大
和
で
詠
ん
だ
歌
「
吉

野
賛
歌
」「
安
騎
野
の
歌
」
は
、
天

も
の
で
し
た
。

　

今
日
ま
で
、
間
近
に
披
講
を
聴
く

こ
と
も
な
く
、
声
を
出
し
て
和
歌
を

詠う
た

う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
日
常
的

に
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
せ
い
ぜ
い
当
館
で
年
に
一
回
行

う
「
万
葉
集
朗
唱
の
会
」
で
、
自
己

流
で
万
葉
集
を
音
読
す
る
こ
と
く
ら

い
で
し
た
。
今
回
の
講
演
で
、
冷
泉

家
に
伝
わ
る
正
統
披
講
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
冷れ
い
ぜ
い
け

泉
家
は
歌
人

と
し
て
名
高
い
藤
原
定
家
の
ご
子
孫

で
、
歌
学
を
も
っ
て
朝
廷
に
使
え
て

き
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
近

年
の
皇
室
の
歌
う
た
か
い
は
じ
め

会
始
は
、
冷
泉
家
流

の
披
講
だ
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し

た
。

　

万
葉
人
は
、
ど
の
よ
う
な
歌
会
を

開
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
大だ

宰ざ
い

府ふ

で
、大
伴
旅
人
が
多
く
歌
会
を
し
、

た
く
さ
ん
の
歌
が
残
っ
て
い
ま
す
。

歌
人
を
集
め
、
歌
を
詠
ん
だ
り
、
詠

ん
だ
歌
を
披
講
し
た
り
し
て
楽
し
ん

で
い
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
を
巡
ら
し

な
が
ら
聴
き
ま
し
た
。

　

万
葉
集
を
楽
し
む
方
法
は
様
々
で

す
。
万
葉
集
を
じ
っ
く
り
読
み
研
究

す
る
、
そ
の
時
代
を
探
求
す
る
、
万

葉
集
を
書
い
て
み
る
、
万
葉
の
故
地

を
め
ぐ
る
、
万
葉
食
を
食
べ
る
…
。

　

時
間
に
追
わ
れ
る
日
々
で
す
が
、

時
に
は
万
葉
時
間
に
浸
り
、
万
葉
集

を
詠う
た

っ
て
み
る
こ
と
も
、
万
葉
集
の
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皇
家
の
方
々
に
心
を
配
り
、
お
仕
え

し
て
い
る
役
人
ら
し
い
冷
静
な
姿
が

感
じ
ら
れ
る
歌
で
す
。
一
方
で
、
石

見
で
詠
ん
だ
歌
「
石い
わ
み
そ
う
も
ん
か

見
相
聞
歌
」
は
、

他
者
へ
の
意
識
が
う
か
が
え
る
整
っ

た
大
和
の
歌
と
は
全
く
異
な
り
、
自

分
の
思
い
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
表
現

し
て
い
ま
す
。
同
じ
人
物
で
も
本
当

に
表
現
の
異こ
と

な
る
歌
は
、
大
和
に
い

る
時
と
、
地
方
に
赴
任
し
て
い
る
時

と
の
、
国
司
の
心
の
在
り
方
の
違
い

を
そ
の
ま
ま
表
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

［
国
司
は
、
大
化
の
改
新
（
六
四
五
）

以
後
に
中
央
か
ら
各
国
に
赴
任
し
た

地
方
官
。
地
方
豪
族
た
る
国
造
と
の

関
係
は
微
妙
で
あ
り
、
改
新
政
府
の

当
局
者
も
国
造
の
在
来
の
権
利
・
権

益
を
急
に
侵
す
こ
と
の
な
い
よ
う
配

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

…
大
化
か
ら
大
宝
ま
で
の
半
世
紀

は
中
央
政
府
＝
国
司
の
権
力
伸
長
、

地
方
豪
族
＝
国
造
の
勢
力
後
退
の
プ

ロ
セ
ス
と
し
て
も
捉と
ら

え
る
こ
と
が
で

き
る
。（「
国
史
大
辞
典
」
よ
り
）］

　

川
島
芙
美
子
会
長
の
講
演
を
聴

き
、
出
雲
国
に
お
け
る
国
司
と
国
造

と
の
人
間
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
と
、
と
て
も
興
味
を
ひ
か
れ

ま
し
た
。

　

門
部
王
が
出
雲
国
の
国
司
を
務
め

て
い
た
の
が
出
雲
国
風
土
記
編
纂
の

頃
だ
と
す
る
と
、
す
で
に
大
宝
令
が

制
定
さ
れ
た
後
で
あ
る
し
、
門
部
王

は
も
と
も
と
身
分
の
高
い
人
で
も

あ
っ
た
の
で
、
国
造
に
気
を
遣
う
必

要
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
出
雲
国
風
土
記
は
他
の

地
方
と
異
な
り
、
出
雲
国
造
出
雲
臣

広
島
が
編
纂
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は

良
好
な
関
係
で
お
互
い
を
尊
重
し

合
っ
て
出
雲
国
風
土
記
を
完
成
さ
せ

た
の
で
し
ょ
う
か
？
あ
る
い
は
、
何

ら
か
の
取
引
に
よ
っ
て
国
造
が
風
土

記
を
編
纂
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？
そ
ん
な
想
像
を
い
だ
き

な
が
ら
、
午
後
の
現
地
見
学
会
で

は
、
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
の
復
元

模
型
、
出
雲
国
造
館
跡
や
出
雲
国
庁

跡
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

出雲国府跡の再現図

　

中
央
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
に
赴
任

す
る
国
司
の
せ
つ
な
さ
や
や
る
せ
な

さ
、
出
会
い
と
恋
人
と
の
別
れ
、
国

造
の
地
方
豪
族
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド

や
と
ま
ど
い
な
ど
…
万
葉
集
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
が
渦
巻
い
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
と
想
像
す
れ
ば
、
古
代

の
人
た
ち
も
激
動
の
時
代
の
中
で
生

き
て
お
り
、
自
分
が
そ
の
身
に
な
れ

ば
同
じ
よ
う
な
思
い
を
抱
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
な
ど
と
い
う
親
し
み
を

こ
れ
ら
の
万
葉
歌
か
ら
感
じ
ま
し

た
。  

に
つ
い
て

「
風
土
記
と
万
葉
と
の
ゆ
か
り

の
地
を
巡
る
」

益
田
市
観
光
協
会　

事
務
局
長

山
﨑　

立
志
氏

　

七
月
二
十
一
日
（
祝
）
午
後
、
平

成
二
十
六
年
度
総
会
を
済
ま
せ
、
会

場
を
出
発
、
私
た
ち
は
島
根
県
立
八

雲
立
つ
風
土
記
の
丘
展
示
学
習
館
に

向
か
い
ま
し
た
。

　

出
雲
の
中
央
部
に
位
置
す
る
風
土

記
の
丘
地
域
は
、
古
代
出
雲
の
国
造

り
の
中
心
地
で
し
た
。
七
世
紀
後
半

に
な
る
と
、
こ
の
地
に
国
府
が
設
置

さ
れ
、
風
土
記
の
丘
地
域
は
、
出
雲

国
の
行
政
・
経
済
・
文
化
の
中
心
を

占
め
ま
す
。
そ
し
て
発
掘
調
査
に
よ

り
古
代
都
市
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て

い
ま
す
。
展
示
の
千
分
の
一
の
模
型

も
そ
の
当
時
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
神
魂
神
社
、
正
林
寺
周

辺
に
向
か
い
ま
し
た
。
出
雲
の
国
造

り
に
も
関
係
の
深
い
神
社
で
す
。
社

殿
は
大
社
造
り
の
中
で
も
最
も
古

く
、
出
雲
大
社
よ
り
四
百
年
も
前
の

室
町
時
代
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
殿

は
国
宝
。
境
内
に
上
が
る
参
道
、
急

な
階
段
、
見
え
て
く
る
本
殿
に
は
独

特
な
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

神
社
近
く
の
出
雲
国
造
家
の
墓

地
、
正
林
寺
も
訪
れ
ま
し
た
。
曹
洞

宗
の
お
寺
で
、
出
雲
国
造
家
の
菩
提

寺
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
中
世
の
五

輪
塔
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
近
く
の
出
雲
国
造
の
館
跡
も
見

て
回
り
ま
し
た
。

神魂神社を訪ねる

　

そ
し
て
出
雲
国
庁
跡
に
向
か
い
ま

し
た
。
七
世
紀
の
中
ご
ろ
か
ら
造
成

さ
れ
た
国
ご
と
に
お
か
れ
た
国
の
役

所
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
こ
は
、
古
代

の
条
里
制
の
地
割
を
残
し
て
お
り
、

ま
た
役
所
の
事
務
や
鍛
冶
な
ど
の
役

割
分
担
に
つ
い
て
も
伝
え
て
い
ま

す
。
そ
の
後
国
庁
跡
発
見
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
地
名
を
残
す
石
碑
が
あ

る
六
所
神
社
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
意
宇
川
そ
ば
の
阿
太
加
夜

神
社
の
歌
碑
ま
で
の
道
を
歩
き
ま
し

た
。
出
雲
守
門
部
王
の
歌
碑
で
、
都

を
思
っ
て
詠
ん
だ
も
の
で
す
。

阿太加夜神社へ

　

興
味
は
あ
る
も
の
の
な
か
な
か
触

れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
出
雲
地
方

に
お
い
て
の
ツ
ア
ー
で
あ
り
、
石
見

で
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
万
葉

の
見
学
会
で
し
た
。

平
成
二
十
六
年
八
月
五
日
、

六
日
の
万
葉
旅
行

  

人
麻
呂
さ
ん
を
大
和
に訪

ね
る
旅

　

七
月
二
十
一
日
の
村
上
桃
子
氏
の

講
演
会
で
、
石
見
と
大
和
の
人
麻
呂

さ
ん
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
ふ
く

ら
み
、
ぜ
ひ
実
際
に
人
麻
呂
さ
ん
の

お
勤
め
に
な
っ
て
い
た
都
や
詠う
た

っ
た

場
所
や
、
ひ
い
て
は
柿
本
と
い
う
地

名
の
残
る
所
、
先
祖
と
考
え
ら
れ
る

和わ

迩に

氏
の
貴
重
な
古
墳
や
延
喜
式

（
九
二
七
年
成
立
）
に
残
る
神
社
な

ど
な
ど
、
歩
い
て
み
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
ご
参
加
の
方
々
が
集
ま
ら
れ

ま
し
た
。

  

奈
良
県
と
の
交
流
会

　

三
十
名
の
参
加
で
、
益
田
、
江
津
、

大
田
、
松
江
、
安
来
、
米
子
、
高
知

な
ど
か
ら
集
ま
ら
れ
ま
し
た
。
一
泊

二
日
の
行
程
で
し
た
が
、
で
き
れ

ば
、
せ
っ
か
く
奈
良
に
出
か
け
ま
す

の
で
、
奈
良
県
の
人
麻
呂
さ
ん
ゆ
か

り
の
地
で
ガ
イ
ド
を
な
さ
る
方
や
行

政
で
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
の
お

話
も
聞
け
た
ら
と
思
い
、
夕
食
は
交

流
会
と
し
ま
し
た
。

島根県西部県民センター
福間所長ご挨拶（交流会）

　

ま
た
、
そ
の
夜
は
「
な
ら
燈と
う

花か

会え

」
の
初
日
で
、
奈
良
公
園
を
中
心

（
　
　
）
の
中
は
、
坂
本
先
生
が
、

バ
ス
の
中
で
、
該
当
の
場
所
が
見
え

る
よ
う
に
な
る
と
、
資
料
を
使
い
な

が
ら
、
歴
史
的
背
景
や
万
葉
の
歌
の

中
で
の
意
味
に
ふ
れ
て
説
明
を
し
て

い
た
だ
い
た
所
で
す
。

　

半
日
の
行
程
と
し
て
、
随
分
た
く

さ
ん
盛
り
こ
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。人
麻
呂
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
は
、

も
れ
な
く
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
る
す

ば
ら
し
い
行
程
で
し
た
。

　

②
の
和
迩
下
神
社
は
、
人
麻
呂
の

属
す
る
柿
本
氏
の
本
流
で
あ
る
和
迩

氏
の
重
要
な
古
墳
の
東
大
寺
山
古
墳

も
あ
る
し
、
人
麻
呂
像
（
石
像
）
も

あ
る
し
、
様
々
に
、
柿
本
人
麻
呂
さ

ん
に
対
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
の
ふ
く
ら

む
場
所
で
し
た
。

和迩下神社の人麻呂石像

　

巻
向
山
の
周
辺
も
詳
し
く
ご
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。
六
日
に
は
先
生

と
し
て
、
奈
良
市
一
帯
に
二
万
本
の

ろ
う
そ
く
に
火
が
つ
く
行
事
も
あ

り
、
そ
れ
も
見
学
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

八
月
五
日
の
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
見
学
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
高
岡

市
万
葉
歴
史
館
館
長
で
、
奈
良
女
子

大
学
名
誉
教
授
の
坂
本
信
幸
先
生
が

二
十
頁
に
及
ぶ
、
く
わ
し
い
資
料
を

作
っ
て
下
さ
り
、
誰
に
で
も
わ
か
る

よ
う
に
、
し
か
も
冗
談
を
交
え
な
が

ら
楽
し
く
丁
寧
に
、
説
明
を
し
て
下

さ
い
ま
し
た
の
で
、
参
加
な
さ
っ
た

方
々
は
、
と
て
も
満
足
さ
れ
、
ま
す

ま
す
大
和
の
人
麻
呂
さ
ん
に
興
味
を

も
た
れ
た
よ
う
で
し
た
。

見
学
会
の
行
程

八
月
五
日

①
近
鉄
奈
良
駅
前
→
（
山や
ま
の
べ辺
の
道
・

飛と
ぶ

火ひ

野の

・
春か
す
が
の

日
野
・
三み
か
さ笠

山
・
高た
か
ま
ど円

山
・
崇す
ど
う道
天
皇
陵
・
円え
ん
し
ょ
う
じ

照
寺
）
→
②

和わ

迩に

下し
た

神
社
・
歌
塚
・
柿
本
寺
跡
→

（
和
迩
坂
・
和わ

迩に

坐
い
ま
す

赤あ
か

坂さ
か

比ひ

古こ

神

社
）
→
③
石い
そ
の
か
み上

神
宮
→
（
手た

白し
ら

香か

皇ひ
め

女み
こ

衾
ふ
す
ま

田だ

陵
・
衾ふ
す
ま
ぢ道
・
引ひ
き
で手
の
山
・

崇す
じ
ん神

天
皇
陵
・
景け
い
こ
う行

天
皇
陵
・
箸は
し

墓は
か

古
墳
・
巻ま
き

向む
く

山
・
弓ゆ

月つ
き

が
岳た
け

）
→

（
狭さ

井い

神
社
・
桧
原
神
社
）
→
④
万

葉
公
園
→
（
宇う

陀だ

野の

・
阿
紀
神
社)

→

⑤
阿あ

騎き

野の

の
揮き

毫ご
う

な
さ
っ
た
歌
碑
（
柿
本
人
麻

呂
の
「
泣
血
哀
慟
歌
」）
の
前
か
ら
、

再
度
そ
れ
ら
の
山
々
を
遠
望
し
た
の

で
、「
大
鳥
の
羽は

易が
い

の
山
に
我
が
恋

ふ
る
妹い
も

は
い
ま
す
と
人
の
言
へ
ば
」

の
羽
を
広
げ
た
よ
う
な
山
の
形
を
確

か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

阿騎野の人麻呂石像

八
月
六
日

午
前
九
時
出
発
ー
十
二
時
到
着

近
鉄
新
大
宮
駅
前
→
（
帯お
び

解と
け

寺
・
葛
か
つ
ら

城ぎ

連
山
・
二ふ
た

上が
み

山
・
忍お
し

坂さ
か

の
宮
跡
）

→
（
舒じ
ょ

明め
い

天
皇
陵
・
鏡
か
が
み
の
お
お
き
み

女
王
の
墓
・

大お
お
と
も
の
ひ
め
み
こ

伴
皇
女
の
墓
）
→
大お
や
ま
と和

神
社
→
大お
お

神み
わ

神
社
・
三
輪
山
→
（
竹
内
峠
・
竜

田
峠
）
→
香か

具ぐ

山
・
耳み
み

梨な
し

山
・
畝う
ね
び傍

山
・
藤
原
京
跡
→
（
飛
鳥
池
工
房
遺

跡
・
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
・
飛
鳥

板
蓋
宮
・
雷
の
丘
・
石
舞
台
古
墳
）

　

葛
城
で
は
、
葛
を
頭
に
付
け
る
こ

と
で
の
呪
術
的
意
味
を
話
さ
れ
、
二

上
山
で
は
、
雄
神
雌
神
の
信
仰
の
話

や
、
大
津
皇
子
の
悲
劇
の
話
を
さ
れ

ま
し
た
。
大
和
神
社
は
、
倭
や
ま
と
お
お
く
に
た
ま

大
国
魂

大
神
を
祀
り
、
大
神
神
社
は
大お
お
も
の
ぬ
し

物
主

大
神
を
祀
る
神
社
で
し
た
。
香
具
山

耳
梨
山
畝
傍
山
の
大
和
三
山
で
は
、

万
葉
歌
の
男
女
三
角
関
係
を
ど
う
と

ら
え
る
か
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

藤
原
京
跡
は
あ
ら
た
め
て
、
そ
の
広

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

十
二
時
～
十
三
時　

明
日
香
村

「
あ
す
か
野
」
で
昼
食

　

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
お
弁
当

を
、明
日
香
村
の
森
川
裕
一
村
長
と
、

坂
本
信
幸
先
生
を
囲
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

森
川
氏
は
三
年
前
に
村
長
に
就
任

な
さ
り
、「
明
日
香
ま
る
ご
と
博
物

館
づ
く
り
」
構
想
を
作
っ
て
、
地
域

活
性
化
戦
略
の
一
つ
と
し
て
、
全
国

各
地
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
で
し
た
。

明日香村の森川村長

　

明
日
香
村
の
保
存
と
活
性
化
の
バ

ラ
ン
ス
の
問
題
点
を
見
据
え
て
、
い

か
に
明
日
香
の
魅
力
を
具
体
化
し
て

い
く
か
等
の
お
話
も
食
事
前
に
お
聞

き
し
ま
し
た
。
食
事
後
は
、
参
加
の

方
々
に
自
由
に
席
替
え
を
し
て
い
た

だ
き
、
村
長
さ
ん
や
先
生
と
の
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
有
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益
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

見
学
会　

十
三
時
～
十
四
時

　
島
の
宮
・
石
舞
台
→
（
川
原
寺
跡
・

橘
寺
境
内
）
→
飛
鳥
橘
寺
万
葉
歌
碑

（
羽
易
山
遠
望
）
→
大
和
新
庄
柿
本

神
社
・
影え
い
げ
ん
じ

現
寺
→
近
鉄
大
和
新
庄
駅

　

島
の
宮
故
地
を
背
景
に
全
員
で
集

合
写
真
撮
影
。
坂
本
先
生
が
選
ば
れ

た
最
適
の
地
に
先
生
の
揮
毫
に
な
る

歌
碑
が
あ
り
、
人
麻
呂
に
思
い
を
馳

せ
な
が
ら
、
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

旧
新
庄
町
大
字
柿
本
に
存
在
す
る
柿

本
神
社
に
参
拝
。
社
伝
で
は
、
石
見

国
で
逝
去
し
た
遺
骸
を
こ
の
地
に
葬

り
、
建
立
し
た
と
あ
り
、
本
殿
脇
に

「
人
麻
呂
塚
」
が
あ
り
ま
し
た
。

柿本神社の人麻呂塚

　

人
麻
呂
さ
ん
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね

巡
り
、
最
後
に
石
見
の
人
麻
呂
さ
ん

に
出
会
え
た
旅
で
し
た
。

　

大
和
新
庄
駅
で
坂
本
先
生
に
感
謝

を
述
べ
て
、
名
残
惜
し
く
お
別
れ
を

し
て
、
一
同
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

奈
良
県
で
は
、「
生
ま
れ
変
わ
っ

た
（
記
紀
・
万
葉
の
扉
）
を
開
け

て
、
ほ
ん
も
の
の
奈
良
を
見
つ
け
よ

う
！
」
と
い
う
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

立
ち
上
げ
、県
全
体
で
「
な
ら
記
紀
・

万
葉
」
に
、
平
成
三
十
二
年
（
日
本

書
紀
成
立
千
三
百
年
）
ま
で
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
、
今
回
の
旅
は
、
刺
激

的
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
感
想

八
月
五
、六
日
の
感
想

  

に
つ
い
て

山
陰
万
葉
を
歩
く
会　

会
員

山
本　

節
子
氏

　

一
年
で
一
番
暑
く
、
そ
し
て
忙
し

い
時
の
奈
良
万
葉
旅
行
の
事
を
聞
き

ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
訪
問
地

を
知
る
や
す
ぐ
参
加
し
た
い
と
申
し

込
み
ま
し
た
。

　

松
江
で
待
っ
て
い
る
と
、
豪
華
な

大
型
貸
切
バ
ス
が
来
ま
し
た
。
ゆ
っ

た
り
と
し
た
座
席
、
ク
ー
ラ
ー
も
快

適
、
一
路
奈
良
へ
。　

二
十
一
世
紀

の
日
本
列
島
は
高
速
道
路
が
整
い
、

年
老
い
た
私
ど
も
庶
民
で
も
，
た
ち

ま
ち
古
都
へ
と
乗
せ
て
行
っ
て
も
ら

え
ま
す
。
な
ん
て
幸
せ
な
時
代
で

し
ょ
う
。

　

バ
ス
は
ま
ず
山
の
辺
の
道
―
日
本

最
初
の
国
道
一
号
線
―
を
大
和
平
野

を
守
る
よ
う
優
し
く
続
く
山
並
み
に

そ
っ
て
進
み
ま
す
。
そ
こ
に
は
歴
代

の
天
皇
、
皇
族
の
墓
な
ど
遺
跡
が

残
っ
て
い
ま
す
。

参加のみなさんで記念撮影

　

バ
ス
に
は
坂
本
先
生
と
い
う
偉
い

先
生
が
乗
っ
て
下
さ
り
、
バ
ス
の
中

で
も
時
間
を
惜
し
ん
で
、
つ
ぎ
つ
ぎ

と
現
れ
る
遺
跡
を
解
り
や
す
く
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
は
じ
め
沢
山
書

き
込
ん
で
あ
る
プ
リ
ン
ト
を
見
た

時
、
こ
り
ゃ
難
し
い
と
思
い
ま
し
た

が
、
先
生
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
プ

リ
ン
ト
を
見
ま
す
と
よ
く
解
り
、
な

ん
て
豪
華
な
バ
ス
旅
行
！
と
胸
一
杯

の
感
動
で
し
た
。

　

ま
わ
り
は
の
ど
か
な
平
和
な
大
和

の
里
、
け
れ
ど
そ
こ
に
は
千
年
の
昔

の
遺
跡
が
奇
蹟
の
よ
う
に
物
語
と
共

に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
雲
は
神
話
と
い
う
形
に
棚
上
げ

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ま
た

そ
の
時
代
に
は
文
字
が
ま
だ
稀ま
れ

で

あ
っ
た
の
か
、
歌
が
少
な
く
、
あ
っ

た
け
れ
ど
も
残
っ
て
い
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
が
一
番
に
行
き
た
か
っ
た
の

は
、
阿
騎
野
で
し
た
。

東ひ
ん
が
しの

野
に
か
ぎ
ろ
ひ
の
　
立
つ
見
え
て

か
へ
り
見
す
れ
ば
　
月
か
た
ぶ
き
ぬ

と
い
う
歌
か
ら
思
い
浮
か
ぶ
雄
大
な

原
野
を
み
た
い
と
い
う
年
来
の
望
み

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、頼
朝
の
富
士
の
巻
狩
り
、

家
康
の
武
蔵
野
の
鷹
狩
、
さ
て
は
蒙

古
の
砂
漠
の
よ
う
な
広
大
な
原
野
を

想
像
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
阿
騎
野
は
和な
ご

や
か
な

山
里
で
し
た
。
ま
た
、
雷
の
丘
も
こ

ん
も
り
と
し
た
優
し
い
丘
で
し
た
。

泣血哀慟歌の歌碑と羽易山

　

こ
れ
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
た
だ
た
だ
人
麻
呂
と
い
う
偉
大

な
歌
人
の
魂
と
そ
の
才
能
に
驚
く
ば

か
り
で
す
。

　

そ
し
て
そ
の
歌
は
ど
ん
な
具ぐ
あ
い合
に

発
表
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

軽か
る
の
み
こ

皇
子
の
狩
と
い
う
大
切
な
意
味

を
持
つ
公
式
行
事
に
は
、
人
々
の
心

を
高
揚
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
た

歌
は
マ
イ
ク
も
な
し
に
朗
々
と
謳う
た

い

あ
げ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
、
安
来
節
の
お
糸
さ
ん
や
ビ
ー
ト

ル
ズ
や
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
の
よ
う
に
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
会
式
の
大
会
宣
言
や
国
歌
を
歌
う

よ
う
に
で
し
ょ
う
か
。

安
来
千
軒
　
荷
物
に
ゃ
な
ら
ぬ

聞
い
て
お
帰
れ
　
安
来
節

　

歌
は
軽
く
て
持
ち
運
び
が
楽
で
す

か
ら
、
阿
騎
野
や
雷
の
丘
を
み
る
こ

と
が
出
来
る
人
は
少
数
だ
っ
た
時
代

に
、
人
麻
呂
の
歌
は
何ど

処こ

へ
で
も
運

ば
れ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て

人
々
は
人
麻
呂
の
歌
に
感
動
し
、
そ

の
称た
た

え
ら
れ
た
も
の
を
尊
敬
し
ま
し

た
。

　

人
麻
呂
に
歌
わ
せ
た
大
和
朝
廷
の

支
配
者
は
賢
い
と
思
い
ま
し
た
。

  

に
つ
い
て

新
鮮
か
つ
刺
激
的
な
交
流
会

奥
出
雲
町

神
話
と
た
た
ら
の
里
推
進
室　

室
長

（
奥
出
雲
た
た
ら
と
刀
剣
館　

館
長

／
雲
州
そ
ろ
ば
ん
伝
統
産
業
会
館

　

館
長
）

尾
方　

豊
氏

　

万
葉
に
は
全
く
門
外
漢
の
私
が
、

縁
あ
っ
て
山
陰
万
葉
を
歩
く
会
の

「
大
和
の
人
麻
呂
さ
ん
を
訪
ね
る
旅
」

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
坂
本

先
生
の
ガ
イ
ド
は
素
人
の
私
に
も
わ

か
り
や
す
く
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な

楽
し
さ
と
魅
力
に
満
ち
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
今
回
は
初
日
の
「
交
流

会
」
に
絞
っ
て
感
想
を
述
べ
た
い
。

《
極
め
て
新
鮮
》

　

集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
交
流
会
の

運
営
が
新
鮮
。

　

今
回
の
山
陰
か
ら
の
我
々
万
葉
の

旅
人
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
の

は
、
奈
良
県
庁
の
奈
良
の
魅
力
創
造

課
の
方
を
は
じ
め
と
し
て
明
日
香

村
、
橿
原
市
、
桜
井
市
、
天
理
市
、

宇
陀
市
、
御
所
市
の
行
政
（
総
合
政

策
や
観
光
部
門
）
の
方
や
観
光
協
会

や
文
化
協
会
の
役
員
の
方
、
万
葉
に

関
す
る
文
化
館
の
館
長
さ
ん
や
友
の

会
の
皆
様
方
、
そ
し
て
第
一
線
で
活

動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆

様
方
で
あ
っ
た
。

　

交
流
会
の
内
容
も
、
前
面
に
は
絶

え
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し

て
第
一
線
で
活
動
を
続
け
る
皆
さ
ん

が
立
た
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
行
政
が

組
織
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い

う
運
営
が
、自
然
に
行
わ
れ
て
い
た
。

《
地
域
の
宝
を
的
確
に
と
ら
え
熱
心

に
語
る
姿
は
刺
激
的
》

　

皆
さ
ん
の
万
葉
に
対
す
る
思
い
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
や

地
域
振
興
、
観
光
振
興
の
核
は
「
地

域
の
誇
る
べ
き
歴
史
や
伝
統
そ
し
て

文
化
」
で
あ
る
と
、
皆
さ
ん
が
的
確

に
語
ら
れ
る
姿
は
刺
激
的
で
あ
っ

た
。
私
は
町
村
役
場
の
中
で
は
社
会

教
育
担
当
、
地
域
振
興
担
当
、
商
工

観
光
担
当
な
ど
す
る
機
会
が
あ
り
、

当
然
の
よ
う
に
「
地
域
の
宝
を
発
見

し
、
磨
き
発
信
し
て
い
く
。」「
自
ら

が
そ
の
宝
を
楽
し
み
、
そ
れ
を
来
訪

者
に
お
す
そ
分
け
す
る
。」
と
い
っ

た
こ
と
を
観
光
や
定
住
対
策
、
地
域

振
興
の
基
本
ス
タ
ン
ス
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
様
々
な
要

素
に
翻
弄
さ
れ
、伝
え
た
い
こ
と
も
、

伝
え
る
相
手
も
絞
り
込
ま
ず
に
あ
れ

や
こ
れ
や
忙
し
そ
う
に
行
っ
て
い
る

の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
当

日
の
皆
さ
ん
の
発
言
か
ら
も
、
お
配

り
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
も
、
徹
底

し
た
絞
り
込
み
が
感
じ
ら
れ
、
こ
れ

ま
た
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
。

　

私
の
い
る
「
奥
出
雲
町
神
話
と
た

た
ら
の
里
推
進
室
」
は
前
述
の
「
あ

れ
や
こ
れ
や
」
か
ら
少
し
脱
皮
し

て
、「
町
の
見
せ
方
研
究
と
そ
の
実

践
」
を
め
ざ
し
設
置
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
中
心
資
源
を
「
神
話
」
と

「
た
た
ら
」
と
し
て
い
る
。
室
員
は

私
と
学
芸
員
の
二
名
だ
け
だ
が
、
施

設
の
管
理
と
運
営
、
関
係
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
発
・
実

施
、
観
光
マ
ッ
プ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
、
取
材
対
応
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
へ
の
協
力
な
ど

も
行
っ
て
い
る
。
神
話
と
た
た
ら
に

関
す
る
こ
と
は
何
で
も
や
っ
て
み
る

と
い
っ
た
、
極
め
て
お
お
ざ
っ
ぱ
な

枠
組
み
の
中
で
の
活
動
で
あ
る
。
こ

の
お
お
ざ
っ
ぱ
さ
が
特
徴
で
も
あ

り
、
時
に
不
安
材
料
で
あ
っ
た
が
、

今
回
の
交
流
で
い
た
だ
い
た
極
め
て

新
鮮
な
印
象
と
刺
激
的
な
活
動
ぶ
り

を
今
後
、
自
分
な
り
に
仕
事
の
楽
し

さ
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

万
葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin

鳥
取

　

十
月
十
九
日
に
鳥
取
市
国こ
く
ふ府

町
の

因い
な
ば
ま
ん
よ
う
れ
き
し

幡
万
葉
歴
史
館
を
中
心
に
、「
万

葉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
鳥
取
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
二
十
周
年
目

の
祝
賀
の
行
事
で
も
あ
り
ま
し
た
。

大
伴
家
持
大
賞
の
表
彰
式
の
後
、
講

演
「
山
陰
の
万
葉
歌
人
」（
会
長
・

川
島
芙
美
子
に
よ
る
）
が
あ
り
、
続

い
て
対
談
「
山
陰
の
万
葉
歌
人
と
大

伴
家
持
」
が
あ
り
ま
し
た
。
元
因
幡

万
葉
歴
史
館
学
芸
員
・
中
村
和
之
氏

と
会
長
・
川
島
芙
美
子
と
の
対
談
で

し
た
。

川島会長の講演

　

対
談
の
内
容
は
、
大
伴
家
持
の
新

年
立
春
を
寿
こ
と
ほ
ぐ

歌
は
、
様
々
の
解
釈

を
も
つ
こ
と
と
、
国こ
く

司し

（
国
を
管
理

す
る
役
人
）
と
し
て
来
た
家
持
も
人

麻
呂
も
、
当
時
の
山
陰
の
重
要
性
を

十
分
認
識
し
て
、
勤
務
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。対談の様子

　

家
持
の
「
い
や
重し

け
吉よ
ご
と事
」
に
は
、

流
動
す
る
奈
良
後
期
の
国
内
政
治
情

勢
を
踏
ま
え
て
、
朝
廷
（
特
に
天

皇
）
へ
の
誓
詞
と
日
本
全
体
の
繁
栄

を
宣
言
す
る
志
が
酌
み
と
れ
る
こ
と

や
、
中
央
と
地
方
の
関
係
の
重
要
性

を
十
分
意
識
し
て
い
た
こ
と
等
が
語

り
合
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
志
に
つ
い

て
は
、
国
造
り
前
後
の
時
期
に
石
見

に
来
た
、
柿
本
人
麻
呂
に
も
共
通
す

る
志
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。


